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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
骨の無機成分は炭酸アパタイトであるが、焼結温度で熱分解されるため任意

の形状への形成が困難であり、そのため水酸アパタイトが永きに渡り研究され、

既に骨補填材として広く臨床に応用されている。しかしながら、水酸アパタイ

トは吸収されにくく骨形成能が低いとされており、新生骨への置換性が低いと

いう欠点をもつ。本研究において申請者らは球状フェノール樹脂を造孔材とし

て用いて調整した硫酸カルシウム（石膏）多孔質ブロックを前駆体として用い、

水溶液中での溶解析出反応によって炭酸アパタイト多孔質ブロックを調整し

た。また、気孔率の異なる炭酸アパタイト多孔質ブロックをウサギの大腿骨遠

位端に埋入し、病理組織学的に骨伝導能を炭酸アパタイト緻密ブロックあるい

は水酸アパタイト多孔質ブロックと比較した。 

 その結果、炭酸アパタイト多孔質ブロックは埋入後4週間で水酸アパタイト

多孔質ブロックあるいは炭酸アパタイト緻密ブロックと比較して著明に高い

骨置換性を示した。また、水酸アパタイト多孔質ブロックよりも炭酸アパタイ

ト緻密ブロックの方が高い骨置換性を示した。さらに埋入後12週間では、炭酸

アパタイト多孔質ブロックを埋入した骨欠損部は完全に再建されていた。これ

らの結果は、炭酸アパタイト多孔質ブロックの人工骨としての高い有用性を示

すものであり、新しい骨補填材として期待される。 

 

以上の成績はこの方面の研究に新たな知見を加えた意義あるものと考えら

れる。本論文についての試験はまず研究の目的、方法、実験結果などについて

説明を求め、各調査委員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事

項について種々の質問を行ったが、いずれも適切な回答を得た。よって調査委

員合議の結果、試験は合格と決定した。 

 


